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私達は，大変な時代に生まれあわせたものだ，と事あるごとに感ずる。大きく変わっていく
時代に生きる人間は，非常につらいものだと思う。
三年ほど前，私は，ある橘梁会社に籍をおき，橋梁の設計業務にたずさわっていました。そ
して，通子計算機が様々の形で私の仕事を奪っていくのを，真のあたりに感じていました。橋
梁の設計業務というのは，櫛造計算・断面計算・製図の三点が主であります。この三点のうち，
橘造計算は従来から，計算機が使われておりました。概造解析は，大容量の計算機のおかげで
大次元のマトリックスが比較的簡単に計算されるようになり，計算機の得意とする計算である。
また，自分でプログラムを開発しなくても，計算会社なるものができ，構造解析の汎用プログ
ラムを持っていて，金さえ払えば計算してくれる。そのプログラムが，どんな解き方をしてい
るのか知らなくとも，インプットデータを持って行けば，アウトプット（一応，信頼できる）
が手に入るわけで､ある。そんなわけで，少し複雑な織造になれば，計算機のやっかいになって
いるのが現状である。毎日が，インプットデータの作製と，アウトプットの整理に忙しかった
こと。
断面計算というのは，いろいろな条件を満たすように断面を決める作業であって，計算機が，
やはり得意とするはずなのだが，実際は使われることが少ない。それは，流行の最E適設計法な
どにより，計算するのには，あまりに設計変数が多すぎるために数学的な手法が難しくなるた
めであろう。また，、最適とは何であるか”という価値判断にもかかわることなので一層問題
を困難にしている。しかし，橘梁で使う断面形は，非常に単純な形であるため，卓上計算機で
簡単に計算できるために，電子計算機を用いることが少ないのであろう．だが，これもやはり，
計算機に奪われていく仕事であろう。
これで，計算は終ったわけで，次に製図にかかるわけであります。これが，大変な作業であ
りまして，まだまだ，計算機では手におえないであろう，と考えると，そうではなくＸ－Ｙプ
ロッターの大きなものがあればできるわけである。ただし，プログラムが非常にやっかいであ
ります。実線あり，細線・破線あり，矢印あり，円もあり，英字・数字もあるわけで，汎用プ
ログラムは，とても困難である。しかし，それでも，簡単な榊造の場合には，コントロールデ
ータ（どうも，人がパンチするらしい）をＭ、Ｔ・に入れておいて，自動製図機（直線を画く
速さは，２ｍ／seｃ程度で.あるらしい）に画かしている。しかし，この自動製図機は非常に高
価であって，人に画かした方が安上りなのか，あまり導入されていないのが実状である｡
とにかく，従来のままの橋架の設計というものは，やがて完全に計算機に奪われることにな
るでしょう。
しかし，以上にのべてきたことは，橋梁の設計に限ったことではあるまい。計算機はいろい
ろな分野に使われ，様々の作業の代行をさせていることでしょう。だが，ここで考えねばなら
ない問題がひそんでいるわけであります。
その１つに，計算機のほうが，人間よりも偉くなってしまうのでないか，という不安があり
ます。計算機が計算だけをしているうちはまだよいだろうが，人間が，合〕堅的にものを考える
筋道，論理的な`思考の仕方というものが，計算機の仕組と似ているために，はっきりとした問
題，いくつかの前提がはっきりと与えられている問題を解くこと，いいかえれば論理的に正し
い結論を導き出すことも，計算機はできるわけである。では，計算機や機械にできない人間の
能力には何があるというのだろう。この不安こそ，計算機を使う，われわれが考えねばならな
い股大の問題であろう。ただ，単に「あれは電子ソロバンなのだ」と`思って使っていることに
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